2012年度東西大学校（韓国）への短期留学プログラム募集概要
　2012年度後期より、キャンパスアジア・プログラムの一環として、立命館大学文学部から東西大学校外国語学部への学生派遣(後期１学期のみ)が実施されることになりました。今後キャンパスアジア・プログラムを支える上回生を育成するとともに、より広い範囲で学生のキャンパスアジア・プログラムへの参加を促し、合わせて二大学間の交流を推進することを目的としています。
１．派遣先：　　東西大学校外国語学部日本学科および大学院
２．派遣期間：　　2012年8月中旬～12月中旬　(東西大学校の2012年度後期)
　　　　　　　　　　　　
３．派遣人数：　　5名
４．応募資格・条件
　　(1)　文学部所属の2・3回生、または文学研究科所属の大学院生(博士前期・後期)
　　　　※原則、4回生以上、大学院修了該当回生は除く

　　(2)　帰国後、何らかの形でキャンパスアジア・プログラムに対し支援・協力すること
５．支援内容
　　(1)　釜山‐京都間の往復航空チケット(エコノミー)

　　(2)　国際学生寄宿舎提供、寮費免除
　　(3)　生活費　月額80万ウォンの支給（大学院生は月額90万ウォンの支給）　
６．プログラム
　　(1)　東西大学校外国人対象の韓国語講義
　　(2)　東西大学校外国語学部の提供講義　(文末を参照)

　　　　※日本研究学科・日本研究科には、日本語で実施される講義もあるため、
朝鮮語初心者でも単位取得が可能です。
７．選考について
　・提出書類：　　申請書および志望理由書(申請の動機、滞在中の計画など)
　　　　　　　　　2011年度後期個人別成績証明書（写し）

・選考基準：　　書類(GPAおよび志望理由書)
　・申請期間：　　2012年6月4日(月)～20日(水)

　・面接日時：　　2012年6月21日(木)　18時＠キャンパスアジア共同研究室　

　・選考結果：　　2012年6月27日(水)　13時　キャンパスアジア共同研究室掲示板　
　・提出先　：　　文学部キャンパスアジア事務局
８．東西大学高校外国語学部の提供科目と語学研修内容
（１）提供科目
■学部
国際関係学科　日本関連受講科目名　(学部：韓国語のみ)

日本政治外交論、日本経済論、日本社会と文化、日本地域セミナー　など

■大学院
日本地域研究科　受講科目名　(大学院：日本語での受講可)

2011年度後期
日本観光産業政策論、日本経済2、日韓比較文化論2、日本伝統文化の理解2、論文研究　など
2012年度前期
日本経済1、日本社会構造論1、日本学特講1、日本伝統文化の理解3　など
（２）国際教育センター　韓国語教育（語学研修）
・各クラス：15名以内
・テスト後、レベル別によるクラス編成
科目名：韓国語初級1、韓国語初級1TOPIK、韓国語中級1～2、韓国語中級1～2TOPIK、韓国語中級2、韓国語中級2TOPIK　など
９．学籍・単位・履修
1）学籍
立命館大学の海外留学プログラムに参加する場合、留学期間の学籍は「留学」または「在学」となります。どちらも、卒業に必要な修業年限に算入されます。学籍の変更は、立命館大学におけるセメスター単位で行います。「留学」と「在学」の違い、各プログラムにおける学籍については以下のとおりです。
＜「留学」と「在学」の違い＞

	在学
	通常どおり、（プログラム出発まで、または帰国後に全期間受講できる）立命館大学で実施する科目を受講することができます。

	留学
	立命館大学において実施される科目を受講することはできません。また、学籍状態が「留学」であるセメスターを含んで立命館大学において実施される通年受講科目に登録しても、単位取得できません。

※学籍が「留学」であるセメスターでも、以下の立命館大学で実施される科目は例外として受講できます。

①　留学適用期間最終学期の授業開始日までに「留学終了届」が提出された場合は、通常授業の受講が可能となる。

②　留学適用期間最終学期の授業開始日以降の4月末までに「留学終了届」が提出された場合は、あらかじめ学部が提示する科目（原則として通年科目・小集団科目等）について、受講を可能とする。

③  留学適用期間最終学期の授業開始日以降であっても、夏期集中科目およびクオーター的運用をしている科目等の第１講義日までに「留学終了届」が提出された場合は、受講を認めることがある。

（留学の適用開始日は学期初日（4/1 または9/26）、適用終了日は学期末日（9/25または 3/31）とする。適用終了日については、帰国日が該当する学期末日とする。ここでいう「帰国日」とは学生本人が学部事務室に「留学終了届」を提出し、受理された日を指す。）


東西大学校（韓国）への留学プログラムは、2012年度後期「留学」となります。留学中は、立命館大学において実施される通年受講科目に登録しても、単位取得できません。特に4回生以上の卒業該当生や大学院生（修了該当生）は、卒業する時期が遅れますので、注意してください。

２）成績評価・単位取得

派遣先大学開講科目の成績評価方法は、以下のとおりです。

· 本人による帰国後の単位認定申請を受けて、所定の基準に基づいて文学部教授会・研究科委員会において審議し、承認されれば、本学の科目として単位認定します（留学の適用期間最終学期にて単位認定を行う）。

· 正規科目以外の科目（ESLが提供する科目等）の単位は認定されません。

· 成績評価欄には「N」として記載されます。

· 在学中に他大学（海外の大学、編入元の大学、大学コンソーシアム京都等）で履修した単位の本学での認定は60単位を上限としており、留学プログラムで認定する単位もこれに含まれます。大学院生は、他大学大学院で修得した単位は、所定の基準に基づき10単位を上限に認定します。
· 本学での所属課程と同課程以外の科目は単位認定されない（例：本学大学院生が派遣先大学の学部科目を履修した場合）等、単位認定の方法について事前に文学部事務室へ確認をしてください。

3）履修

①副専攻について

留学中は副専攻科目の履修ができません。副専攻履修者は、留学による履修上の不都合がないかを文学部事務室で相談した上で、留学を検討してください。

②教職課程受講者について

留学中は教職課程科目の履修ができません。また、教育実習や介護等体験を理由とする留学中の一時帰国は認めません。教職課程履修者は、留学による履修上の不都合がないかを所属学部事務室に相談した上で、留学を検討してください。

3 初修外国語科目の履修について

派遣先大学で初修外国語科目の単位取得がない場合、帰国後初修外国語科目の履修が必要になる場合があります。初修外国語科目の履修については、事前に文学部事務室の担当者に相談してください。

１０.   参加費用および奨学金など

＜奨学金を含む支援＞

　(1)　釜山‐京都間の往復航空チケット(エコノミー)

　　(2)　生活費　月額80万ウォンの支給（大学院生は月額90万ウォンの支給）　
	派遣先
	授業料納付先
	宿泊費
	別途負担が必要な経費

	東西大学校
	立命館大学
	国際学生寄宿舎提供

寮費免除


	保険料・ビザ、書籍代、パスポート申請料、娯楽費、その他個人的活動に関わる費用等


１１．応募条件

プログラムの趣旨・目的を理解し、現地での学習に意欲を持ち、真摯にプログラムの学習に取り組む学生。就職・進学や卒業とのかかわりについて十分留意すること。また、以下の条件に一つでも当てはまる場合は応募できません。

· 海外留学プログラムに参加する学期（学籍状態が留学である学期）の前の期に、休学中、海外留学・APU留学中である。

· 募集期間に休学中（「海外渡航」を事由とする場合を除く）である。

· すでに同期間の留学プログラムの選考に合格している。

· 募集期間に海外留学・APU留学中、休学中（事由：海外渡航）の場合、以下の条件をすべて満たしていれば応募可能です。
· 応募書類に関しては、募集要項で定める募集期限までに、文学部キャンパスアジア事務局へ提出（原則として、所定の委任状添付の上、代理提出）することが可能であること。
· 面接選考期間において電話あるいはスカイプでのインタビューが可能なこと。

· 合否確認と合格後の書類授受に関しては代理人を立てて行うこと。
１１. 確認事項

· 本学が指定する海外旅行保険への加入を義務付けます。また、本学の許可なしに留学の延長、短縮はできません。また、本学が指定する往復の航空便、指定旅行代理店、指定査証代行取得業者がある場合は利用を義務付けます。

· ビザ申請に必要な受入許可が取得できない、渡航に必要なビザ・パスポート等の取得申請が所定の期間内に認められない場合は、プログラム参加を辞退していただきます。また、所定の期間内にビザ・パスポート等が取得できないことにより生じる不利益について、本学では責任を負いかねます。

· プログラムの応募・参加には定期健康診断を受診していることが必要です。健康上の不安がある場合は、必ず保健センター医師に相談してください。また、現地での健康管理は各自で行ってください。

· プログラム参加中の適切な医療措置のため、現在かかっている心身の疾患についての申告等を選考後に求めます。　病気の種類や症状によっては、本学もしくは受入先大学・機関の判断によりプログラム参加・継続を辞退していただくことがあります。

· 渡航前に派遣先国・地域や、派遣先大学などの指定する予防接種を受けていただく場合があります。

· 大学の指示に従わない、必要な書類を提出しない、指定する渡航前のガイダンスに参加しないといった行動をとる場合は、プログラムへの参加を辞退していただく可能性があります。本人がガイダンスを欠席することによって被る不利益等については欠席理由を問わず一切責任を負いかねます。またガイダンス内容を事前に説明するなどの特別配慮は一切行いません。

· 事前オリエンテーション等を含むプログラム期間が定期試験、定期試験の追試験、講義、補講などと重なった場合でも、配慮は行いません。

· 現地滞在中の様々なトラブルについては、基本的に自己の責任において対処することになります。現地においては十分な自覚を持ち、責任ある行動を心掛けてください。日本および現地の法令・規則を遵守し、立命館大学及び現地の教職員の指示に従ってください。

· 学生の安全を最優先に考える観点から、学生の派遣にあたり、「世界情勢の緊迫」等への対応によって、プログラムの実施を中止する場合があります。天災・災害・ストライキ・伝染病・政治情勢の激変・テロ、その他不可抗力的な事態によって、プログラムの変更や中断を余儀なくされた場合であっても、立命館大学に対して一切の費用の払い戻し、損害賠償は要求しないこと。

· 所定の基準に反した場合は、奨学金の返還を求めることがあります。

· その他プログラムで定める遵守事項に従うこと。

· 立命館大学での学内選考において派遣候補者となった後、派遣先大学に出願し、派遣先大学Admissions Officeの入学審査を通過することによって派遣が最終確定します。派遣先大学によっては出願時にオンラインによる語学力テストや別途面接審査等が実施される場合があります。

· 応募後、当語学基準（TOEFL®など）が変更になる場合があります。それにより、授業の履修条件が厳しくなったり、事前研修の期間が変更になる可能性があります。

· 派遣までの成績が著しく悪い場合は派遣内定を取り消すことがあります。

· 外国人留学生の場合は、必ず自身の在留資格を確認の上、出発前・プログラム参加中・帰国後等期間中必要な手続きを確認しておいてください。

１２．保健センターからのお知らせ  -留学前に麻疹(はしか)ワクチンを！

1）　麻しん（はしか）

2007年度に大学生を中心に大流行した麻しん(はしか)は、未だに日本では撲滅されていません。麻しん(はしか)は予防接種でしか予防することができません。2回接種しなければ免疫力が低下することがあるため、罹った事がある人（抗体陽性が確認されている人）以外は2回目の接種をしておくことが必要です。2008年から2013年まで期限付きで高校3年生に麻しん・風しん混合ワクチン（MR）が接種されています。皆さんは受けていますか？「日本は麻しん(はしか)の輸出国である」と国際的にも非難されています。MRを接種していない方は、留学に出るまでに必ず2回目のワクチンを接種しておいてください。また、地域によっては麻しん(はしか)以外にも予防接種をしておいたほうが良い場合があります。下記URLを参照の上、早目に計画的に接種するようにしてください。

みなさんの予防接種の履歴が母子手帳等に記録されているはずです。保護者の方に見せてもらって、自分がどの予防接種を何回受けているか確認しておきましょう。

＜参照＞

· 厚生労働省検疫所、FORTH　海外で健康にすごすために：　http://www.forth.go.jp/
· 保健センターホームページ：　http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/hoken/medical-j.html
· 立命館大学ホームページ　→　センター等　→　保健センター⇒ワクチンについて

インフルエンザ

2009年度には新型インフルエンザA(H1N1)が世界的に流行して大きな社会問題となりましたが、2010-2011冬季にはA型香港（H3N2）が主として流行しました。インフルエンザの予防接種には、A（H1N1）とA型香港（H3N2）およびB型の3種類が混合されています。毎年予防接種をすることが必要です。留学の前に、11月～12月ごろには予防接種を受けておきましょう。

· 不明な点は、早い時点で保健センターまでご相談ください。
以上
